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竹内栄'鈴木轟爾,飯円孝道,早稲田寡夫 HgのⅩ観 相射こよる温度脚 象
が存在し, この差異は融点から70℃ の範囲で履歴現象を示す ことがⅩ線 と粘
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(3) Figlで見る如 く, 1価のAg に対 して同じ第 5周 期に属する価 ･In, 4
価Sn,5価 Sbの合金系のAHは多価金属の原子価が大きくなるにつれ, AHの
発熱成分が減少し,吸熱成分が増加 し,更に発熱の山に対応する合金組成は順
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液 体 ビ ス マ ス の 音 速
東北大金研 竹 内 栄
宮城教 育大 吉 間 達 雄
宮城教育大 鈴 木 弘 志
超音波を用いての音速の測定法にはいろいろあるが,液棟金属甲音速測定に
用いられるのは次の 5方法であるo 1)パルス法, 2)パルス比較法, 5)パ
ルス干渉法｡この中で 500℃ 以下の比較的低融点の金属の精密測定には 2)
と5)の方法が用いられる｡これ等の方法を用いての測定結果によると,Na,
K ,Bi,In,Snなどは比較的正確に測られ, 0,5-0,5?/0位の誤差の範観内で測
定 されている｡ 一方Cd,Pb などはData がまちまちで一定せず, 5- 50/O位
の誤差がでているO 低融点金属には, このよ うに精密に音速が測れるもの と測
れないもの とが存在するが,その原因は分 らないく,叉パルス干渉法による場合
には,ほぼ 400℃ 附近になるとパルス波は液体金属中に よく伝播するよ うだ
が干渉がな くな って くるが,溶融塩では 1200℃位まで測れるものが存在する
が, これ も原因は分 らない｡ さてBiの音速については,先の液体金属の国際
会議 (1.967)でWebber,Stephehs 等が融点での音速は 1▲649rIレ/see
であるが,温度が上昇するにつれて400℃ まで非直線的に下ると発表 した｡
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